
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 行 
第７偵察隊 
ＯＢ会 

第
三
十
一
代 

第
七
偵
察
隊
長 

２
等
陸
佐 
加
賀
谷 

岳
彦 

着
任 

 

隊
は
、
令
和
七
年
三
月
十
七
日
、
時
折
冷
た
い
風
雪
が
吹
き
付
け

る
中
、
第
七
偵
察
隊
長
加
賀
谷
岳
彦
二
等
陸
佐
の
着
任
式
を
挙
行
し

ま
し
た
。
部
隊
指
揮
官
、
副
隊
長
金
丸
三
佐
の
指
揮
の
も
と
、
陸
上

自
衛
隊
唯
一
の
機
甲
偵
察
隊
で
あ
る
第
七
偵
察
隊
の
精
強
性
を
誇
示

し
ま
し
た
。 

令和７年４月号（１） 

 

第１３５号 

 

『 な な て い 』 

 

 

風雪が吹き荒れる中での観閲行進 

「
部
隊
を
巡
閲
す
る
加
賀
谷
二
佐
」 

「
副
師
団
長
よ
り
ご
紹
介 

を
賜
る
加
賀
谷
二
佐
」 

「
着
任
式
の
様
子
」 

 

令
和
七
年
三
月
十
七
日
、
風
雪
の
吹
き
荒
れ

る
天
候
の
中
、
観
閲
行
進
は
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
か
な
る
状
況
下
に
あ

っ
て
も
遺
憾
な
く
精
強
性
を
発
揮
す
る
、
「
精

強
第
七
偵
察
隊
」
を
加
賀
谷
二
佐
に
ご
確
認
い

た
だ
き
ま
し
た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
帰
り
な
さ
い
、
同
士 

 
そ
し
て
、
よ
う
こ
そ
第
七
偵
察
隊
へ 

 

隊
は
、
令
和
六
年
度
後
期
定
期
異
動
に
伴
い
、
八
名
の
新
た

な
偵
友
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

初
年
度
に
は
、
隊
集
中
訓
練
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
各
々
の

配
置
先
で
の
練
成
訓
練
で
、
徐
々
に
七
偵
で
の
勤
務
に
慣
れ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第七偵察隊 ＯＢ 城畑様・村上様へ感謝状を贈呈 

「
お
帰
り
ロ
ド
リ
ゲ
ス
」 

一
等
陸
尉 

髙
橋 

大
樹 

「
日
本
語
ワ
カ
リ
マ
セ
ン
」 

二
等
陸
曹 

近
森 

一
成 

「
お
帰
り
軍
曹
」 

陸
曹
長 

菊
池 

嘉
人 

「
定
年
ま
で
あ
と
一
年
」 

一
等
陸
曹 
髙
部 

祐
介 

「
ハ
ル
ク
小
鹿
」 

一
等
陸
曹 

小
鹿 

勝
之 

「
よ
う
こ
そ
七
偵
へ
」 

二
等
陸
曹 

濱
邉 

圭
佑 

「
私
、
幹
部
目
指
し
ま
す
」 

陸
曹
長 

髙
橋 

一
成 

「
レ
ン
ジ
ャ
ッ
！
」 

三
等
陸
曹 

中
澤 
勇
樹 

 

隊
は
、
令
和
六
年
十
二
月
二
十
二
日
、
第
七
偵
察
隊
Ｏ
Ｂ
会
城
畑

壽
様
へ
、
七
偵
Ｏ
Ｂ
会
で
の
ご
功
労
と
、
こ
れ
ま
で
の
第
七
偵
察
隊

へ
の
ご
厚
意
と
ご
理
解
ご
協
力
に
感
謝
の
意
を
込
め
て
、
第
七
偵
察

隊
長
古
井
二
佐
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。 

 

隊
は
、
令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
、
第
七
偵
察
隊
Ｏ
Ｂ
会
村
上
雅

行
様
へ
、
七
偵
Ｏ
Ｂ
会
で
の
ご
功
労
と
、
こ
れ
ま
で
の
第
七
偵
察
隊

へ
の
ご
厚
意
と
ご
理
解
ご
協
力
に
感
謝
の
意
を
込
め
て
、
第
七
偵
察

隊
長
古
井
二
佐
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。 

「感謝状贈呈式の様子」 

令和７年４月号（２） 

 

第１３５号 

 

『 な な て い 』 

 

 

「現在の識別帽を被る城畑様」 

「感謝状贈呈式の様子」 

「七偵今昔物語を語ってくれた村上
様。現職への期待は大きい」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３０代 第七偵察隊長 

古井２佐 離任式 

 

古
井
二
佐
は
、
令
和
五
年
三
月
着
任
以
来
「
主
役
に
な
れ
」
「
敬
」

「
家
族
を
大
切
に
」
を
要
望
事
項
に
掲
げ
第
七
偵
察
の
精
強
化
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
小
銃
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
小
銃

分
隊
の
射
撃
技
術
向
上
を
図
っ
た
他
、
隊
と
し
て
射
撃
実
施
基
準
を
策

定
さ
せ
る
等
、
小
銃
の
み
な
ら
ず
装
備
火
器
の
射
撃
練
度
を
大
き
く
向

上
さ
せ
ま
し
た
。 

 

こ
の
度
の
異
動
で
第
四
師
団
司
令
部
に
第
二
部
長
と
し
て
御
栄
転

さ
れ
第
四
師
団
情
報
部
隊
の
精
強
化
に
邁
進
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。 古

井
二
佐
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
七
偵
一
同
、
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

転出行事及び偵友を送る夕べ 
偵友の皆さん、七偵勤務大変お疲れ様でした 

令和７年４月号（３） 

 

第１３５号 

 

『 な な て い 』 

 

 

 

隊
は
、
令
和
七
年
三
月
十
三
日
、
令
和
六
年
度

後
期
定
期
異
動
に
伴
う
転
出
行
事
を
行
い
ま
し

た
。 

 

副
隊
長
小
野
三
佐
を
は
じ
め
、
今
や
七
偵
に

お
い
て
必
要
戦
力
で
あ
る
十
名
の
隊
員
を
惜
し

み
つ
つ
も
、
隊
歌
を
斉
唱
し
て
華
々
し
く
偵
友

を
送
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
そ
の
前
日
三
月
十
日
に
、
偵
友
を
送
る

夕
べ
を
実
施
し
、
末
吉
曹
長
及
び
藤
原
二
曹
に

よ
る
余
興
及
び
七
偵
メ
モ
リ
ア
ル
を
放
映
し
て

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
先
任
上

級
曹
長
木
村
准
尉
の
万
歳
三
唱
で
締
め
、
偵
友

を
盛
大
に
送
り
ま
し
た
。 

「
会
場
を
沸
か
せ
た
末
吉
曹
長
と
藤
原
二
曹
」 

「余興を楽しむ小野三佐」 

「転出者申告の様子」 

「木村准尉による万歳三唱」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
二
戦
闘
偵
察
小
隊
訓
練
検
閲 

あ
ら
ゆ
る
事
態
に
対
応
し
任
務
完
遂 

 

隊
は
、
令
和
七
年
二
月
十
八
日
か
ら
二
月
二
十
八
日
の
間
、

北
大
演
島
松
地
区
及
び
恵
庭
地
区
に
お
い
て
、
第
二
戦
闘
偵
察

小
隊
の
冬
季
訓
練
検
閲
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

第
二
戦
闘
偵
察
小
隊
長
で
あ
る
南
二
尉
は
、
本
検
閲
受
閲
に

あ
た
り
、
小
隊
練
成
訓
練
及
び
分
隊
レ
ベ
ル
で
の
訓
練
や
資
材

等
の
準
備
を
実
施
し
て
万
全
の
態
勢
で
、
検
閲
に
臨
み
ま
し

た
。 

 

敵
戦
車
大
隊
撃
破

の
任
務
を
有
す
る
第

二
戦
闘
偵
察
小
隊

は
、
当
初
、
小
隊
命
令

を
下
達
後
、
示
さ
れ

た
地
域
ま
で
行
進
を

実
施
し
、
集
結
地
へ

前
進
。
じ
後
、
集
結
地

に
お
い
て
、
攻
撃
準

備
を
行
い
つ
つ
、
警

戒
自
衛
戦
闘
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
、
対
空
警

戒
、
彼
我
不
明
の
不

審
者
対
処
、
ゲ
リ
ラ

活
動
に
よ
る
対
処
及

び
化
学
攻
撃
対
処

等
、
様
々
な
事
態
に

対
応
し
ま
し
た
。 

 

後
段
は
、
先
遣
戦

車
大
隊
を
撃
破
す
べ

く
、
第
二
戦
闘
偵
察

小
隊
は
攻
撃
前
進
を

開
始
し
、
戦
闘
団
の

攻
撃
に
大
き
く
貢
献

し
、
任
務
を
完
遂
し

ま
し
た
。 

令和７年４月号（４） 

 

第１３５号 

 

『 な な て い 』 

 

 

「
集
結
地
の
警
戒
を
実
施
中
の
隊
員
」 

「
ゲ
リ
ラ
を
拘
束
し
、
連
行
」 

「
立
ち
木
等
で
身
を
隠
し
警
戒
」 

 

冬
季
検
閲
を
受
閲
し
て 

 

第
二
戦
闘
偵
察
小
隊 

 
 

二
等
陸
尉 

南 

憲
明 

 
 

令
和
六
年
度
の
小
隊
訓
練
検

閲
を
、
第
三
次
師
団
訓
練
検
閲

に
連
接
し
、
令
和
七
年
二
月
十

八
日
か
ら
二
十
三
日
の
六
日
間

に
わ
た
り
、
北
大
演
に
お
い
て

検
閲
を
受
閲
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
小
隊
検
閲
は
冬
季

と
い
う
事
も
あ
り
、
厳
し
い
積

雪
及
び
寒
冷
下
で
の
各
種
戦
術

行
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
受
閲
に
先
立
ち
昨
年

末
か
ら
、
小
隊
陸
曹
及
び
各
分

隊
長
が
逐
次
各
種
資
材
の
準

備
、
創
意
工
夫
資
材
の
作
成
等

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
隊
員

各
個
に
つ
い
て
は
、
積
雪
寒
冷

下
に
お
け
る
行
動
に
必
要
な
個

人
装
備
の
準
備
に
つ
い
て
も
指

導
助
言
等
を
行
い
、
万
全
の
態

勢
で
受
閲
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。 

 

特
に
、
第
二
戦
闘
偵
察
小
隊

は
、
入
隊
二
年
未
満
の
隊
員
、

道
外
出
身
者
及
び
初
の
冬
季
検

閲
受
閲
と
な
る
隊
員
が
複
数
名

在
籍
し
て
お
り
、
「
与
え
ら
れ

た
任
務
を
完
遂
で
き
る
か
」
非

常
に
不
安
で
し
た
が
、
本
検
閲

を
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
た
の

は
小
隊
の
全
隊
員
の
協
力
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。 

 

今
後
も
二
小
隊
は
一
致
団
結

し
、
精
強
な
部
隊
を
作
り
上

げ
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

「
敵
の
化
学
攻
撃
に
対
応
」 

 

「
作
戦
会
議
の
様
子
」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空
中
偵
察
班
及
び 

 
衛
生
班
の
訓
練
検
閲 

「
班
冬
季
検
閲
を
受
閲
し
て
」 

 

空
偵
副
班
長 

 
 

一
等
陸
曹 

宮
﨑 
聖
次 

 
 

令
和
七
年
二
月
十
八
日
か
ら

二
十
三
日
の
間
、
第
三
次
小
隊

班
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
ま
し

た
。 

 

当
初
は
段
列
地
域
に
被
拘
束

者
収
容
所
及
び
安
置
所
を
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ト
で
全
周
を
囲
ん
で

築
城
し
、
段
列
地
域
の
警
戒
を

行
い
ま
し
た
。 

 

後
段
は
第
二
戦
闘
偵
察
小
隊

が
攻
撃
開
始
す
る
前
日
か
ら
偵

察
を
開
始
し
て
情
報
収
集
を
実

施
し
、
戦
闘
が
開
始
し
て
か
ら

は
二
小
隊
長
と
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
連
携
を
図
り
、
任
務
を

完
遂
し
ま
し
た
。 

 

今
後
も
隊
直
轄
の
班
と
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
任
務
に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「被拘束者収容所及び安置所に対空処置として偽装網を展張」 「傷病者に対し第一線救護を実施する衛生班」 

令和７年４月号（５） 

 

第１３５号 

 

『 な な て い 』 

 

 

「
班
冬
季
検
閲
を
受
閲
し
て
」 

 
 

衛
生
班
長 

 
 

一
等
陸
曹 

板
垣 

敏
英 

 
 

当
初
５
人
で
の
班
検
閲
受
閲

予
定
だ
っ
た
が
、
人
数
が
減
り

３
人
で
の
受
閲
と
な
り
ま
し

た
。 

 

衛
生
班
長
に
上
番
し
て
３
ヶ

月
、
ま
た
前
例
の
な
い
検
閲
の

為
、
何
も
分
か
ら
ず
、
付
隊
長
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
つ

つ
、
班
員
に
助
け
て
も
ら
う
こ

と
で
、
何
と
か
検
閲
を
乗
り
切

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
検
閲
に
お
い
て
、
部
隊
を

指
揮
す
る
難
し
さ
を
再
度
思
い

知
り
ま
し
た
。 

 

じ
後
、
衛
生
班
長
と
し
て
や

る
べ
き
こ
と
及
び
、
衛
生
班
と

し
て
行
動
す
べ
き
こ
と
を
引
続

き
練
成
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 
 
 

 

「救護所をアイスクリートで囲

い、暴風雪に対応」 

「
冬
季
付
隊
訓
練
を
終
え
て
」 

 

本
部
付
隊
長 

 

 

一
等
陸
尉 

五
十
嵐 

一
喜 

 
 二

月
十
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま

で
の
間
、
第
二
戦
闘
偵
察
小
隊

検
閲
に
併
せ
て
冬
季
付
隊
訓
練

を
実
施
し
た
。 

 

本
訓
練
は
、
令
和
八
年
度
の

冬
季
隊
検
閲
受
閲
に
向
け
た
基

礎
の
確
立
を
目
的
と
し
て
、
積

雪
状
況
時
の
安
全
化
、
積
雪
を

利
用
し
た
築
城
、
特
に
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ト
を
使
用
し
た
築
城
を

実
施
し
、
築
城
に
関
す
る
作
業

隊
力
、
作
製
要
領
に
つ
い
て
資

を
得
る
と
と
も
に
、
冬
季
に
お

け
る
段
列
行
動
の
練
度
向
上
を

図
っ
た
。 

 

最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
十
五

度
を
下
回
る
中
、
真
摯
に
訓
練

に
臨
む
付
隊
隊
員
の
姿
を
見

て
、
上
番
以
来
、
各
種
状
況
に
応

じ
た
段
列
行
動
が
実
施
で
き
る

ご
と
く
訓
練
を
重
ね
て
き
た
成

果
を
切
実
に
感
じ
た
次
第
で
あ

る
。 

 

令
和
七
年
度
も
更
な
る
練
度

向
上
を
図
る
べ
く
計
画
的
か
つ

効
率
的
な
訓
練
実
施
を
着
眼
と

し
て
各
種
状
況
に
応
じ
て
行
動

で
き
る
慧
敏
な
隊
員
育
成
を
目

指
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 
 

 
空
偵
班
及
び
衛
生
班
の
班
検
閲
受
閲

に
併
せ
て
付
隊
訓
練
を
実
施 

 

付
隊
は
、
令
和
七
年
二
月
十
八
日
か
ら
二
十
三
日

の
間
、
第
四
次
師
団
訓
練
検
閲
の
場
を
活
用
し
て
、
空

中
偵
察
班
及
び
衛
生
班
の
冬
季
訓
練
検
閲
に
併
せ

て
、
冬
季
付
隊
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

本
部
付
隊
長
の
五
十
嵐
一
尉
は
、
冬
季
の
特
性
を

考
慮
し
て
付
隊
本
部
の
指
揮
所
、
患
者
収
容
所
及
び

被
拘
束
者
収
容
所
等
の
雪
害
防
止
の
処
置
と
し
て
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ト
の
作
成
設
置
を
実
施
さ
せ
、
平
行
し

て
集
結
地
に
お
け
る
警
戒
、
各
種
急
事
態
対
処
を
演

練
さ
せ
る
等
、
冬
季
に
お
い
て
必
要
な
各
隊
員
の
基

礎
的
な
行
動
を
演
練
し
ま
し
た
。 

「
負
傷
し
た
隊
員
を
搬
送
す
る
付
隊
隊
員
」 

「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ト
作
成
し
、
雪
害
を
防
止
」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「通年で訓練隊を見
てきた吉田二曹」 

令和六年度 銃剣道訓練隊 

「
令
和
六
年
度
銃
剣
道 

 
 

 

訓
練
隊
を
振
り
返
り
」 

 
 

 

二
等
陸
曹 

吉
田 

直
人 

 
  

令
和
六
年
度
銃
剣
道
訓
練

隊
は
、
隊
の
業
務
の
忙
し
い

中
、
隊
に
時
間
を
頂
き
、
静

内
及
び
幌
別
転
地
訓
練
を
実

施
し
、
訓
練
隊
の
練
習
メ
ニ

ュ
ー
を
固
定
し
、
全
員
に
練

成
内
容
を
理
解
さ
せ
て
、
練

成
に
励
む
と
こ
ろ
か
ら
始
め

ま
し
た
。 

 

他
部
隊
と
の
試
合
稽
古
を

通
じ
て
、
「
負
け
て
悔
し

い
、
強
く
な
り
た
い
」
を

個
々
に
感
じ
て
も
ら
い
、
千

歳
銃
剣
道
選
手
権
大
会
、
機

甲
職
種
銃
剣
道
大
会
及
び
北

海
道
銃
剣
道
選
手
権
大
会
に

お
い
て
は
良
い
成
果
を
挙
げ

て
く
れ
ま
し
た
。 

 

特
に
年
度
を
通
し
て
の
練

成
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ

り
、
陸
士
の
成
長
が
と
て
も

大
き
く
、
今
後
の
訓
練
隊
の

練
成
に
お
い
て
も
隊
の
理
解

を
貰
っ
て
今
後
も
実
施
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

令
和
七
年
度
も
勝
負
心
及

び
闘
争
心
を
養
っ
て
七
偵
の

看
板
を
背
負
い
、
伝
統
の
継

承
を
胸
に
し
、
練
成
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

青
年
Ａ
チ
ー
ム
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
惜
し
く
も
敗
退 

 

千
歳
銃
剣
道
選
手

権
大
会
に
お
い
て
は
、

七
偵
か
ら
青
年
Ａ
Ｂ

Ｃ
の
三
個
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。
青
年

Ｂ
、
Ｃ
に
つ
い
て
は
予

選
ブ
ロ
ッ
ク
で
敗
退

し
ま
し
た
が
、
青
年
Ａ

は
第
一
地
対
艦
ミ
サ

イ
ル
連
隊
Ｃ
と
対
戦

し
、
三
勝
０
敗
で
勝

利
。
続
い
て
第
七
特
科

連
隊
と
対
戦
し
、
二
勝

一
敗
で
勝
利
し
て
予

選
リ
ー
グ
を
突
破
し

ま
し
た
。 

 

決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
進
出
を

決
め
た
青
年
Ａ

で
あ
り
ま
し
た

が
、
第
十
一
普
通

科
連
隊
Ａ
と
対

戦
し
、
０
勝
三
敗

で
敗
退
し
ま
し

た
。 

 
成
年
の
部
に

つ
い
て
も
、
二
個

部
隊
に
勝
利
し
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
出
す

る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
が
、
一
回

戦
に
第
一
地
対

艦
ミ
サ
イ
ル
連

隊
と
対
戦
し
、
大

将
戦
ま
で
持
ち

越
し
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
二
勝

三
敗
で
敗
退
し

て
し
ま
い
ま
し

た
。 

陸
士
の
部
に
お
い
て
優
勝
の
成

果
を
収
め
た
機
甲
職
種
大
会 

 

陸
曹
の
部
予
選
リ
ー
グ
で
第
二
戦
車
連
隊

に
三
勝
二
敗
で
勝
利
し
、
二
回
戦
で
第
一
偵
察

戦
闘
大
隊
と
対
戦
し
、
二
勝
三
敗
で
負
け
ま
し

た
が
、
勝
利
数
に
よ
り
決
勝
リ
ー
グ
へ
進
出
す

る
こ
と
が
で
き
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
回
戦
で
機

甲
教
導
連
隊
Ａ
に
敗
退
し
、
ベ
ス
ト
エ
イ
ト
の

結
果
を
お
さ
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
陸
士
の
部
で
は
三
名
一
チ
ー
ム
で
臨

み
、
各
機
甲
科
部
隊
と
対
戦
し
先
方
及
び
大
将

が
全
勝
で
決
勝
ま
で
進
み
、
第
二
戦
車
連
隊
と

対
戦
。
二
対
一
で
勝
利
し
優
勝
を
お
さ
め
ま
し

た
。 

令和７年４月号（６） 

 

第１３５号 

 

『 な な て い 』 

 

 

北
海
道
銃
剣
道
選
手
権
大
会 

 

攻
め
の
姿
勢
で
試
合
に
挑
む 

 

成
年
第
三
部
で
は
、
一
回
戦
で
第
二
通
信

大
隊
と
試
合
を
し
、
三
勝
を
お
さ
め
一
回
戦

を
突
破
し
ま
し
た
。 

 

続
く
二
回
戦
、
第
二
施
設
大
隊
Ａ
と
対
戦

し
、
一
勝
四
敗
で
敗
退
す
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。 

 

青
年
第
一
部
で
は
一
回
戦
、
第
一
地
対
艦

ミ
サ
イ
ル
連
隊
と
対
戦
し
、
三
勝
二
敗
で
七

偵
が
勝
利
を
お
さ
め
、
二
回
戦
で
第
二
施
設

大
隊
と
対
戦
し
、
二
勝
三
敗
で
敗
退
し
ま
し

た
。 

 

青
年
第
二
部
は
一
回 

戦
、
二
十
五
普
連
と
対 

戦
し
、
三
敗
で
敗
退
し 

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
北
海
道
選
抜 

に
お
い
て
七
偵
初
の
女 

性
の
部
で
荒
井
士
長
が 

参
加
を
し
、
健
闘
し
て 

い
ま
し
た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

残
雪
残
る
射
場
で
初
年
度
射
撃
実
施 

諸
元
を
掌
握
し
て
次
の
射
撃
へ
繋
げ
る 

 

隊
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
、
初
年
度
最
初
の
偵
察
警
戒

車
射
撃
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

初
年
度
最
初
の
射
撃
と
い
う
事
も
あ
り
、
車
長
要
員
に
つ

い
て
は
迅
速
果
断
な
射
撃
指
揮
及
び
迅
速
正
確
な
平
均
弾
着

点
の
把
握
を
演
練
、
砲
手
に
つ
い
て
は
迅
速
正
確
な
操
砲
と

平
均
弾
着
の
観
測
修
正
を
演
練
し
、
近
遠
目
標
に
対
す
る
停

止
射
撃
及
び
、
移
動
目
標
に
対
す
る
停
止
射
撃
を
実
施
し
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
幹
部
候
補
生
の
澤
田
曹
長
が
車
長
及
び
砲
手
の
動

作
に
つ
い
て
演
練
、
砲
手
の
動
作
に
つ
い
て
陸
曹
候
補
生
の

陸
士
が
演
練
す
る
等
、
今
後
の
射
撃
練
度
の
向
上
を
目
的
と

し
て
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 

「初度射撃を視察する加賀谷二佐」 

「弾着観測及び記録を行う小鹿一曹」 

新
た
な
補
職
で
射
撃
訓
練 

集
成
迫
撃
砲
小
隊
の
基
盤
を
固
め
る 

 

 

隊
は
、
令
和
七
年
四
月
七
日
、
初
年
度
最
初
の
八
十
一

ミ
リ
迫
撃
砲
射
撃
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

今
射
撃
に
つ
い
て
は
、
補
職
換
え
に
伴
う
各
機
能
の
連

携
強
化
を
目
的
と
し
て
迫
撃
砲
分
隊
と
し
て
の
射
撃
練
度

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
射
撃
指
揮
班
は
正
確
迅
速
な
射

撃
諸
元
の
算
定
及
び
射
撃
命
令
の
発
出
。
射
撃
分
隊
に
つ

い
て
は
命
令
号
令
に
応
ず
る
正
確
迅
速
な
連
携
動
作
。
Ｆ

Ｏ
要
員
に
つ
い
て
は
正
確
な
射
撃
要
求
及
び
迅
速
な
弾
着

判
定
修
正
を
演
練
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
迫
撃
砲
分
隊
と
し
て
予
習
及
び
射
撃
訓
練
を

実
施
し
て
、
練
度
向
上
を
図
り
ま
す
。 

「諸元想定を実施中の様子」 「発射準備のため弾薬 
を装填する奥士長」 

「正確・迅速な連携動作を練成」 

砲
手
要
員
に
対
す
る
初
年
度
射
撃
を
実
施 

各
砲
手
の
射
撃
練
度
を
確
認 

令和７年４月号（７） 

 

第１３５号 

 

『 な な て い 』 

 

 

 

隊
は
、
令
和
七
年
四
月
七
日
及
び
八
日
北
大
演
第
一
戦
車
射
場
に
お
い

て
、
八
十
四
ミ
リ
無
反
動
砲
（
以
下
八
四
Ｒ
Ｒ
）
及
び
個
人
携
帯
対
戦
車

弾
（
以
下
Ｌ
Ａ
Ｍ
）
射
撃
を
実
施
し
て
、
射
撃
技
術
の
練
度
向
上
を
図
り

ま
し
た
。 

 

当
初
七
日
に
つ
い
て
は
、
八
四
Ｒ
Ｒ
の
縮
射
射
撃
を
実
施
し
て
、
正
確

な
照
準
撃
発
、
射
弾
の
観
測
修
正
及
び
装
填
手
と
の
協
同
連
携
を
演
練
し

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
Ｌ
Ａ
Ｍ
に
つ
い
て
も
砲
手
要
員
に
対
し
て
縮
射
射
撃
を
実
施
し

て
、
射
撃
練
度
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
八
日
に
つ
い
て
は
、
八
四
Ｒ
Ｒ
の
実
弾
射
撃
を
実
施
し
て
、
弾
種

に
応
じ
た
確
実
な
測
合
要
領
を
演
練
し
ま
し
た
。 

「後方を確認」 

「発煙弾の効果」 

「後方爆風」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通
信
班
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
、
陸

士
隊
員
を
主
体
に
課
目
「
通
信
」
の
交
叉

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

近
年
、
若
年
陸
士
で
も
様
々
な
任
務

を
付
与
さ
れ
る
事
か
ら
、
基
礎
的
な
無

線
の
通
話
法
及
び
高
利
得
空
中
線
の
設

置
要
領
を
演
練
し
、
じ
後
の
訓
練
に
必

要
な
知
識
と
技
能
を
概
ね
修
得
す
る
よ

う
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。 

通 信 班 ・ 衛 生 班 交 叉 訓 練 

 

衛
生
班
は
、
令
和
七
年
四
月
二
日
、

各
小
隊
の
隊
員
に
対
し
、
第
一
線
救
護

に
お
け
る
担
架
搬
送
及
び
救
急
車
へ
の

積
載
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

当
初
は
空
身
で
傷
病
者
の
積
載
訓
練

し
、
じ
後
、
実
人
員
を
担
架
に
乗
せ
て

演
練
し
ま
し
た
。 

 

訓
練
参
加
者
は
、
担
架
搬
送
及
び
積

載
の
大
変
さ
を
知
る
良
い
訓
練
と
な
り

ま
し
た
。 

令和７年４月号（８） 

 

第１３５号 

 

『 な な て い 』 

 

 

「斥候訓練」 

通
信
班
に
よ
る
交
叉
訓
練 

衛
生
班
に
よ
る
交
叉
訓
練 

第 一 回 隊 集 中 訓 練 

各所掌の基礎を固めるための小隊等練成、射撃訓練を実施 

 

隊
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
四
月
二

十
一
日
ま
で
の
間
、
第
一
回
隊
集
中
訓
練
を

実
施
し
た
。 

 

本
訓
練
は
小
隊
練
成
訓
練
、
グ
ル
ー
プ
訓

練
及
び
交
差
訓
練
を
実
施
し
て
、
偵
察
能
力

及
び
射
撃
能
力
の
練
度
向
上
を
図
り
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
定
期
異
動
者
及
び
若
年
隊
員
を
練

成
し
て
、
早
期
戦
力
化
を
図
り
ま
し
た
。 「装軌車操縦訓練」 「運行前点検の様子」 

「ＴＫ縮射射撃」 「レーダ訓練の様子」 

「拘束連行訓練」 

「訓練を視察する加賀谷２佐」 

「斥候訓練」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年４月号（９） 

 

第１３５号 

 

『 な な て い 』 

 

 
令
和
六
年
度
格
闘
指
導
官
に

二
名
の
隊
員
が
指
導
官
認
定 

 

令
和
七
年
一
月
二
十
日
か
ら
三
月
十

四
日
ま
で
の
間
、
令
和
六
年
度
格
闘
指
導

官
養
成
訓
練
に
隊
か
ら
田
村
三
曹
及
び

佐
藤
三
曹
が
参
加
を
し
ま
し
た
。 

両
名
は
長
く
厳
し
い
養
成
訓
練
を
経

て
、
最
新
の
近
接
戦
闘
を
修
得
し
、
格
闘

指
導
官
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

「
総
合
訓
練
で
の
様
子
」 

「
体
力
気
力
共
に
削
ら
れ
る
養
成
訓
練
」 

「
指
導
官
田
村
三
曹
（
上
）
と
佐
藤
三
曹
」 

令
和
六
年
度 

 

ス
キ
ー
指
導
官
養
成
訓
練 

 

二
名
の
指
導
官
が
認
定 

 

令
和
七
年
二
月
十
八
日
か
ら
三
月
四
日

の
間
、
令
和
六
年
度
ス
キ
ー
指
導
官
養
成

訓
練
に
、
隊
か
ら
二
名
の
隊
員
が
参
加
し

ま
し
た
。 

過
酷
な
環
境
下
で
の
訓
練
を
経
て
、
指

導
官
に
必
要
な
ス
キ
ー
技
術
と
知
識
を
習

得
し
、
ス
キ
ー
指
導
官
と
し
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。 

「日高国際での一コマ」 

「疲労の蓄積で転倒の場面も」 

「
流
割
三
曹
（
上
）
と
佐
々
木
三
曹
」 

通
信
班
先
任
陸
曹 

 

野
中
曹
長
定
年
退
職 

ご
家
族
か
ら
の
祝
福
に
胸
も
熱
く 

 

通
信
班
野
中
曹
長
は
、
令
和
七
年
二
月
四
日
、

約
三
十
八
年
の
自
衛
官
と
し
て
の
職
責
を
全
う

さ
れ
、
こ
の
度
、
第
七
偵
察
隊
で
定
年
退
官
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
遠
く
静
岡
か
ら
ご
家
族
も
定
年
退
官
式

に
ご
参
加
さ
れ
、
ご
家
族
か
ら
花
束
贈
呈
と
感
謝

の
言
葉
を
贈
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
、
心
温
ま
る
家

族
愛
に
隊
員
一
同
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
通
信
班
江
澤
二
曹
が
万
歳
三
唱
の
音
頭

を
と
り
、
野
中
曹
長
と
ご
家
族
の
御
多
幸
と
御
健

勝
を
祈
念
し
、
偵
察
隊
一
同
盛
大
に
送
り
ま
し

た
。 

 

最
後
に
、
永
き
に
わ
た
る
自
衛
隊
勤
務
、
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。 

「偵教☆野中Ｔシャツ」 「ご家族での集合写真」 

「七年間勤務を共にした仲間達と」 

そ
れ
ぞ
れ
第
二
の
人
生
へ 

自
衛
隊
勤
務
、
お
疲
れ
様
で
し
た 

 

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
が
あ
り
、
目
標
が
あ
り
ま
す
。
勤

務
の
長
短
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
衛
官
を
辞
し
、
新
し
い
目
標

に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
と
な
っ
た
隊
員
が
お
り
ま
す
。 

 

我
ら
第
七
偵
察
隊
員
は
、新
し
い
目
標
へ
進
む
方
々
に
敬
意

を
表
し
、
誠
意
を
も
っ
て
送
り
出
し
ま
し
た
。 

 

今
後
の
皆
様
方
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
自
衛
隊
勤
務
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

令和七年二月二十八日付 

「陸曹長 山川 勇 退職」 

令和七年三月二十七日付 

「陸士長 髙橋 悠貴 退職」 

令和七年三月二十六日付 任期満了退職 

「陸士長 今川 誠（左） 平田 凜太朗（右）」  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年４月号（10） 

 

第１３５号 

 

『 な な て い 』 

 

 

 

ご 加 入 の 生 命 保 険 に 関 す る 照 会 は 
コレクトセンター   0 1 2 0 - 1 5 7 1 5 7 
で も 承 っ て お り ま す 

生
涯
設
計
デ
ザ
イ
ナ
ー
１
級 

  第一生命株式会社 
 

札幌総合支社 札幌ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ営業室 
千歳第一オフィス 

秋 山 千 雛 

〒０６６－００６２ 

千歳市千代田町４－１４ 千歳第一ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ５Ｆ 

TEL：050-3782-0304 FAX：0123-23-1928 

※お問い合わせの際は「０５０」からおかけ下さい 

携帯：070-3055-1053 

 



 

 

 

令和７年４月号（11） 

 

第１３５号 

 

『 な な て い 』 

 

 

編
集
後
記 

  

冬
の
寒
さ
も
緩
み
北
海
道
に
も

よ
う
や
く
春
が
訪
れ
ま
し
た
。 

七
偵
は
、
三
月
十
七
日
付
を
も
ち

ま
し
て
、
第
三
十
一
代
第
七
偵
察

隊
長
に
加
賀
谷
武
彦
二
等
陸
佐
が

就
任
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
徐
々
に
訓
練
と
射
撃

で
忙
し
い
日
々
が
増
え
て
き
ま
す

が
、
第
七
偵
察
隊
は
加
賀
谷
二
佐

を
核
心
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
任
務

に
も
対
応
で
き
る
精
強
な
部
隊
を

目
指
し
、
訓
練
に
邁
進
し
て
い
き

ま
す
。 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
気

候
の
変
化
で
体
調
を
崩
さ
ぬ
よ
う

お
過
ご
し
下
さ
い
。 

広
報
陸
曹 

幌 

恭
輔 

 
 

 
 

 

各
種
訓
練
等
を
、 

「
な
な
て
い
」T

w
i
t
t
e
r

「
ｘ
」 

「
な
な
て
い
」I

n
s
t
a
g
ra
m

」
に

て
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
の
で
、
閲

覧
・
登
録
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

  北
海
道
千
歳
市
祝
梅
１
０
１
６ 

第
７
偵
察
隊 

０
１
２
３-

２
３-

５
１
３
１ 

（
内
線
２
６
８
１
） 

  

閲覧数５００００人越え 
フォロワー数１０００を突破しました！！ 
ご友人やご親戚、ご近所の方にぜひ、「ななてい」ＳＮＳのご

紹介をお願いします。 
閲覧後は「フォロー又はいいね」をお願いします。 

「隊員募集への協力について」 
 令和六年度、陸上自衛隊北部方面隊では、自衛官候補生及び曹候補生を始め、防大、生徒等の募集に日々努力をしておりま

すが、今般の募集状況は非常に厳しい状況にあります。 
 将来にわたる平和を維持するため、第一線部隊や隊員も「自主募集」に強く取り組む必要性を痛感しております。 

ご家族、ＯＢの皆様、隊員のご友人等で、「自衛官」という職業に興味がある方をご存じでいらっしゃいましたら、ご連絡

をお願い致します。 （０１２３－２３－５１３１ 内線２６８１岩浪１曹まで） 

              お問い合わせ・お申込み 

 

 

 

北海道公安委員会指定 

千歳自動車学校 

             066-0045  

               千歳市真々地 2 丁目 5-2 号 
                     
                     TEL0123-23-3213  
                  FAX 23-3535 
                     http://chitose-ds.co.jp/ 
                    担当：玉腰・戸塚 
  

  

☆本人・ご家族 割引あり! 
 
☆大型特殊通常料金 

(限定解除含む) 
特別割引あり! 

http://chitose-ds.co.jp/
http://chitose-ds.co.jp/

